
コーポレートデータ企業価値向上のための戦略百五銀行について企業価値向上のための戦略

人的資本への投資、人材戦略に関しては、中期経営計画にもとづき、「プロフェッショナル人材の育成」「ダイバーシティの 推進」「健康経営の実践」を主要施策とし、グリーン&コンサルバンクグループを実現する人材の育成、組織活性化、組織
パフォーマンスの最大化を図っています。これら人的資本への投資、人材戦略に関する測定可能な指標と目標、進捗状況 は21ページのとおりです。

価値創造の源泉である人的資本への投資、人材戦略

価値創出の実現価値創造基盤の強化人的資本の価値最大化

社内公募拡大 知・経験D&I 多面評価拡充 抜擢登用 等
処遇評価育成配置

人的資本への投資人的資本に関する課題 中期経営計画における人材戦略 人的資本KPI （2024年度目標） 価値創造

プロフェッショナル
人材の育成

社会変革や技術革新
への対応

人材や働き方
の多様化

個人のキャリア観
の変化

人生100年時代
の到来

少子高齢化

生産年齢人口の
減少

コンサル人材　　　
デジタル人材の育成

知識⬆ 経験⬆

ダイバーシティ
の推進

多様な人材の活躍推進
Well-being活動（PDCA）

ワークライフ
バランス充実

能力発揮
働きがい向上

健康経営の実践
疾病の早期発見と生活習慣病の予防

メンタルヘルスの予防とケア
健康増進
活力向上
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経済価値
の創出

企業価値
の向上

社会・環境
価値の創出

グリーン&コンサル
バンクグループを
実現する人材の育成

組織パフォーマンス
の最大化

組織活性化

データ一元化
▼

戦略的活用
タレントマネジメントシステム

プロフェッショナル資格保有者数 450人以上

ITパスポート試験合格者数 500人以上

女性役職者（係長職以上） 比率 25%以上

女性支店長相当職比率 12%以上

プレゼンティーズム損失割合 10%以下

アブセンティーズム平均日数 4日以下

働きがい肯定的意見比率 85%以上

タレント
マネジメント
システムの導入
（人材情報基盤の
整備・活用）

百五銀行グループは、従業員を価値創造の源泉である資本としてとらえ、多様な人材が能力を向上させ、その能力を最
大限に発揮できるよう、積極的に人的資本への投資や人材戦略を展開しています。

程度、3か月間にわたり、法人コンサルティング部の業務
に従事するといった実践型（トレーニー型）の研修を、
各種実施しています。実際の現場で業務を経験するこ
とで、お客さまの課題に対する感度が高まり、それがプ
ロフェッショナルへの第一歩になると考えています。
「ダイバーシティの推進」については、男女間の業務
の偏りの是正を進めています。これまで男性が携わる
ことが多かった法人融資やローンにおける渉外業務を
女性が担当し、逆に男性が窓口や預り資産の業務に携
わるようにしています。それにより、育児中の女性が業
務時間内に終わるように創意工夫して合理化が図られ
るなど、新しい考え方や取組みが出てきており、業務に
良い効果をもたらしています。
「健康経営の実践」については、各種施策の推進によ
り行員の健康意識が高まるととともに、健康への取組
みと経営戦略を結びつける評価指標（KPI）を設定し、
測定方法を確立したことにより、PDCAサイクルを回せ
る体制が構築できました。

エンゲージメントの強化に向けて
エンゲージメントは、行員が希望する仕事に就き、業
務への使命を理解し、自分事として仕事をすることが
できれば、自ずと高まるものと考えています。このよう

3つの取組みを中心に人材戦略を推進
人材戦略は、「プロフェッショナル人材の育成」「ダイ
バーシティの推進」「健康経営の実践」の3つを柱と位置
づけています。
「プロフェッショナル人材の育成」については、当行が
めざす「グリーン＆コンサルバンクグループ」の実現に
向けて、お客さまの課題に対してコンサルティングがで
きる人材の育成に取り組んでいます。FP1級やCFPの資
格取得を推奨しており、若い世代の行員を中心に取得が
進み、地銀のなかでトップクラスの合格者数となってい
ます。そして、例えば、支店に勤務したまま、月2～3回

な職場環境をめざし、「タレントマネジメントシステム
の運用」と、上司と部下の「1 on 1ミーティングの強化」
に注力しています。
タレントマネジメントシステムは2023年1月に導入

し、行員の取得資格、パフォーマンス、希望する部署な
どのデータを集約・蓄積し、人材ポートフォリオの構築
を進めています。今後はこのデータをベースに、行員の
能力や希望を踏まえて、適切な配置配属を行うととも
に、AIを活用し、カウンセリングの必要性が高い行員を
事前に検知するといった取組みも検討していきます。

1 on 1ミーティングは、上司と部下の面談、コミュニ
ケーションの場です。上司が部下と面談する技量を高
めることで、業務に関することに加え、部下のキャリア
形成やモチベーションの源泉など、個人にフォーカス
した話を増やし、面談内容の充実、コミュニケーション
の強化を図っていきます。

人的資本経営の取組み特 集

取締役常務執行役員

加藤 徹也

人的資本の充実に向けて、人材戦略と
エンゲージメント強化への取組みを推進します。
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特集  人的資本経営の取組み

プロフェッショナル人材の育成
指標 2022年度

実績
2024年度
目標

プロフェッショナル資格
（FP1級等7資格）保有者数 371人 450人

ITパスポート試験合格者数 244人 500人

ダイバーシティの推進
指標 2022年度

実績
2024年度
目標

従業員意識調査の働きがいに
関する肯定的回答割合 80.1% 85%

女性役職者（係長職以上）比率 19.1% 25%

女性支店長相当職比率 10.0% 12%

男性育児休業等取得率 109% 100%

障がい者雇用率（2023年6月1日時点） 3.01% 3.00%

その他
指標 2021年度

実績
2022年度
実績

研修受講回数（のべ） 7,763回 4,373回

行内トレーニー人数（のべ） 198人 193人

研修費用 99百万円 106百万円

コンプライアンスに関する
研修を受けた従業員割合 100% 100%

指標 2019年4月
入行

2020年4月
入行

離職率（新規学卒就職者３年以内） 20.9% 21.1%

健康経営の実践
指標 2022年度

実績
2024年度
目標

プレゼンティーズム損失割合※1 15.8% 10%以下

アブセンティーズム平均日数※2 6.1日 4日以下

ストレスチェック実施率 98.5% 98%

高ストレス者率 4.3% 5%以下

精密検査実施率 59.9% 70%

有給休暇取得率 70.1% 65%

※1  プレゼンティーズム損失割合：病気やケガなどによって仕事のパフォーマン
スが低下した割合

※2  アブセンティーズム平均日数：病気やケガなどの体調不良で仕事を休んだ日
数（有給休暇含む。0日の者は除いて平均算出）

当行では現在、I CTソリューションによりお客さま支援につなげる 
「デジタルコンサル人材」、スマホアプリの開発に携わる「アプリ化支援
人材」、R PA・ＢＰＲなどの行内システムの開発を行う「システム開発人
材」、行内データを活用して営業活動に活かすことのできる「データ利
活用人材」の4分野において、金融DXに対応できる専門的なデジタル
人材の育成を図っています。

2 0 2 1年度にはアプリ開発の体験型研修、2 0 2 2年度にはデータ利活
用を学ぶトレーニーやＡＩ・プログラミングにチャレンジする研修など、
これまで体験を通じた実践型の研修を実施し、スキル習得に注力してき
ました。今後も、各種研修や外部出向にて行員の知識・スキルの向上
を支援し、デジタル人材を育成します。
また、全行員に対する知識面では、国家試験である「ＩＴパスポート」に
ついて、中期経営計画内で5 0 0名の合格に向けて支援を行うほか、全
行員がeラーニングによりDXやＩＴ、データ活用を学ぶ「デジタルリスキ
リング」を開催し、デジタルリテラシーの向上を図っています。

デジタル人材の育成

コンサルティング営業に欠かせない専門知識・能力
を有した人材の育成に注力しています。FP１級技能士、
CFP、中小企業診断士、税理士、社会保険労務士、証券
アナリスト、CIA（公認内部監査人）の７種類の専門資格
を百五プロフェッショナル資格と位置づけ、保有者数450
名体制を達成するために資格取得支援を行っています。
これにより、行員4～5人に１人が百五プロフェッショナル
資格の保有者という強固な体制を構築していきます。
また、資格取得支援に加え、資格・知識を実践に活か
すべく、少人数かつ実践型（トレーニー型）の研修に注力
し、コンサルティング能力を高めています。具体的には、
法人コンサルティング部を中心とした、長期・中期・短
期トレーニーのほか、個人向けには相続コンサルトレー
ニーも実施しています。2 0 2 3年度からは新たに事業性
評価に関連したトレーニーも開始します。

2018 2019 2020 2021 2022 2023
目標

2024
目標

（年度）

（名）
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プロフェッショナル資格保有者数

コンサル人材の育成

人的資本に関する指標

男女間賃金格差  （女性平均賃金÷男性平均賃金×100） 　
2022年度

全労働者 39.2%

正規 60.4%

非正規 85.8%

女性管理職比率の向上および男女間賃金格差を是正するための取組み
● 一定の育児休業期間を職能資格制度の在任年数に算入するよう制度改定を行うなど、女性がライフイベントを迎え
てもキャリアが中断しない仕組みを構築し、仕事と家庭との両立支援の充実を図っています。

●   女性行員の職域機会の拡大や自律的なキャリア形成支援により、女性が能力を十分に発揮できる職場環境を整備
し、男女間の賃金格差の解消に努めています。

● 全労働者の賃金格差が正規・非正規労働者に
比して大きい主な要因は、相対的に賃金の低い
非正規労働者の女性割合が高いことによるも
のです。

● 正規労働者の大多数を占める行員についても、
勤続年数（男性平均18年0か月、女性平均15年6
か月）や役職分布などの違いにより、男女の平
均賃金に差が生じていますが、賃金は性別に関
係なく同一の基準を適用しています。

2022年度

正規労働者のうち行員 65.0%

専門職Ⅰ種※1 経営職※3 84.8%

管理職※4 88.9%

一般行員 83.5%

専門職Ⅱ種※2 経営職 ̶
管理職 96.2%

一般行員 104.9%

※1  専門職Ⅰ種： 
転居をともなう異動あり　

※2  専門職Ⅱ種： 
転居をともなう異動には 
同意が必要

※3  経営職： 
支店長相当職以上

※4  管理職： 
係長・代理相当職

正規労働者のうち行員の男女間賃金格差

人材育成

当行が長期ビジョンで掲げる「グリーン＆コンサルバンクグループ」を推し進め、地域・お客さまから「頼りにされる
銀行」となるため、求める人材像を「高いモラルと豊かな発想で行動する自立した企業人」と定め、主体的に「学び」
「考え」「前進（行動）」（STUDY・THINK・ADVANCE）する行員を育成しています。
そして、「OJT指導」「OFF-JT（研修等）」「自己啓発」の3つの相乗効果を通じて成長を促し、全行員がより地域・お
客さまに役立つ真のプロフェッショナル人材となることをめざしています。

人材育成方針

22H YA K U G O B A N K R E P O R T 2 0 2 321



コーポレートデータ企業価値向上のための戦略百五銀行について企業価値向上のための戦略

特集  人的資本経営の取組み

To p i c sTo p i c s

当行グループでは、2016年2月に特例子会社認定を受
けた「百五管理サービス」を中心に、障がい者雇用に積極
的に取り組んでいます。一人ひとりが当行グループの一
員として、やりがいを感じて働けるよう、障がい特性に合っ 
た合理的配慮を行い、定着率の向上を図っています。

障がい者雇用の取組み

当行では、就労意欲のある高年齢者が、豊富な知識と
経験を活かし、70歳まで継続して勤務できる環境を整備
しています。人口減少、少子高齢化が進むなか、専門性
やノウハウを有する労働力の確保は重要であり、年齢に
関係なく、働きがいのある職場を提供していきます。

高年齢者雇用の取組み
当行では、ライフイベントを迎えてもキャリアが中断し

ない仕組みづくりの観点から、育児や家事との両立支援
制度を充実させるとともに、女性行員がいきいきと働き、
自律的なキャリア形成ができるようさまざまな支援を行っ
ています。その結果、女性行員の管理職への登用も進ん
でおり、今後はさらに経営の意思決定の場への女性登用
に向け、女性活躍推進に取り組んでいきます。

女性活躍推進

当行では、多様な人材の一人ひとりが能力を最大限に
発揮できるよう、時差勤務、時間単位の有給休暇、在宅勤
務、副業などの制度を整備しています。
また、育児をはじめ、介護、治療などとの両立支援制度
を整備するとともに、働く時間や場所に制約がある従業
員に対しての職場の理解促進にも取り組んでいます。
今後も当行は、一人ひとりが活躍し、継続的に付加価値

を生み出せる環境を構築するため、多様な働くスタイル
を受容できる制度の充実を図っていきます。

多様な働くスタイルの推進

当行グループは、さまざまな事業活動を展開するうえで、
人権の尊重を取り組むべき基本的課題と認識し、2022年4
月に、「百五銀行グループ 人権方針」を制定しました。
また、当行役職員が多様な性に関して、理解を深め、適
切に行動していくためのガイドラインを制定するとともに、
役職員向けの「ダイバーシティ＆インクルージョン相談窓
口」を設置しました。
今後も当行は、多様性を認め合い、誰もが自分らしく安
心して生活できる地域社会づくりに貢献していきます。

人権尊重の取組み

百五銀行グループ 人権方針
https://www.hyakugo.co.jp/jinken-houshin

Well-being活動
従業員の働きがい向

上をめざし、Well-being
活動を全行的に展開し
ています。
従業員意識調査の結

果を各職場に還元し、
職場単位でも働きがい
のある環境づくりを進
めることで、モチベーションやパフォーマンスの向上を図っ
ています。

企業業績
の向上

従業員
意識調査

信頼・
連帯感の
醸成

働きがい
の向上

課題抽出
活動

ファシリ
テーションシート
還元

2020年度 2021年度 2022年度

従業員意識調査の働きがい
に関する肯定的回答割合 81.1% 80.9% 80.1%

男性従業員も気兼ねなく育児休業が取得できるよう、
働き方改革に取り組むとともに、子が生まれる予定の男
性従業員を対象に「プレパパミーティング」などを実施
しています。育児休業制度や休業中の過ごし方につい
ての情報提供を行い、男性の育児参画を進め、男女と
もに仕事と子育てが両立できる職場環境を構築してい
ます。

男性の育児参画推進

2022年度

男性の育児休業等取得率 109%

当行では、多様な人材の確保のため、2013年度から中
途採用を随時行い、さまざまなスキルや経験を有する人
材が幅広い部署・階層で活躍しています。人材の流動性
が高まるなか、当行の中途退職者を再雇用する制度も整
備しており、今後も継続的に中途採用を行い、組織の活
性化を図っていきます。

中途採用の取組み

中途採用在籍者数（2023年3月末）
内訳

経営職 役職者 一般

25名 6名 13名 6名

従業員のニーズが多様化し、将来の資産形成において
自助努力の必要性が高まっているなかで、自身のライフプ
ランに応じて柔軟に金融資産の形成を促進できる退職金
制度を整備しています。
また、投資教育の一環として、未来貯金株式会社が提
供する確定拠出年金情報提供アプリ「みらいナビ」を従業
員向けに提供しています。「みらいナビ」の機能による資
産運用状況の把握、投資情報の提供、投資学習コンテン
ツの提供などにより、従業員の
金融リテラシー向上を図ってい
ます。
そのほか、従業員の経営参
画意識を高めるとともに、企業
価値向上、株価上昇が従業員
の資産形成に寄与する仕組み
として、従業員持株制度を設け
ています。

従業員の資産形成支援の取組み当行が永続的に発展し、地域社会に貢献していくため
には、従業員とその家族が心身ともに健康であることが
不可欠であると考え、「百五銀行 健康宣言」を制定し、
①こころの健康（メンタルヘルスの予防とケア）
②からだの健康（疾病の早期発見と生活習慣病の予防）
③職場の健康（働きやすい職場環境の整備）
を3つの重点健康施策として健康経営の実現に向けて
活動しています。

健康経営の実践

百五銀行 健康宣言・戦略マップ
https://www.hyakugo.co.jp/about/diver/nursing/

株式会社JobRainbow主催の「D&I AWARD 2022」
地方企業部門における「D&I AWARD賞」の受賞

当行は、2023年3月、次世代育成支援対策推進法にもとづき、不妊治療と仕事を両立しやす
い職場環境整備に取り組む企業として、三重労働局長より、東海3県において初となる「プラチ
ナくるみんプラス」の認定を受けました。
当行の不妊治療のための休暇制度や、従業員に対する不妊治療と仕事の両立に関する周知・

啓発についての各種取組みが評価されました。
今後も、仕事と不妊治療を両立するための休暇制度や両立支援制度などの環境整備や利用促進、職場内での理解

浸透を図り、不妊治療を行う従業員も含めた、すべての従業員が働きやすい職場づくりを進めていきます。

次世代育成支援対策推進法にもとづく
「プラチナくるみんプラス」の認定

当行は、2023年2月、株式会社JobRainbowが実施する
全国の企業・団体のダイバーシティ＆インクルージョン
（D&I）の取組みを評価する日本最大級の認定表彰制度にお
いて、「アドバンス」認定を受け、「地方企業部門 D&I 
AWARD賞」を受賞しました。
三重県との連携で、より多様なお客さまのニーズに応え

ている点や、一定の育児休業期間を人事制度上の在任期間
に算入し、仕事と育児を両立する従業員のキャリア形成を
促進している点などが評価されました。

社内環境整備

当行は、人材を貴重な財産ととらえ、一人ひとりの個性を大切にし、多様な人材が働きやすい職場風土を醸成する
ため、働き方改革やダイバーシティ推進に継続的に取り組んでいます。働きやすい職場環境を土台として、多様な
人材の一人ひとりが能力を最大限に発揮し活躍できる職場づくりに努めます。

社内環境整備方針
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